
フトウェア編 


Exp「ess580 日シリーズ用Iこ用意されているソフトウエアについて説明します。 


添付の CD-ROM について卜16日ぺージ） . 本体に添付の 「EXPRESS 目 UILDERJCD-ROM に 

収められているソフトウエアについて紹介しま 
す。 


EXPRESSBUILDER (--161 . セツトアツプツー>1レ rEXPRESSBUILDER」l こつ 

いて説明します。 

Express 円 cnic (—>171ページ） . シームレスセットアップ用パラメータディスク 

(セットアップパラメータ FD) を作成するツール 
「ExpressPicnic」 じついて説明します。 

Express 本体用バンドルソフトウエアト178ぺージ）....本装置にインスI -- ルするバンドルソフトウエア 

について説明しまず。 

管理 PC 用バンドルソフトウエア（一>187ぺージ） . 本体を監視-管理ずるための管理 PC にインス 

トールするバンドルソフトウエアについて説明し 
ます。 
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添付の CD - ROM について 

添付の rEXPRESSBUILDER ®」 CD - ROM 口ま、本装置を容易にセットアップするためのユーティリティや 
各■種バンドルソフトウェアが収録されています。これ6のソフトウェアを活用ずることにより、本装置の 
機能をよりをく引き化すことができます。 

I — ~〇 「 EXPRESS 日 UILDERJCD - ROM は、本装置の設定が亮了したをでも、 0 S の再インス 
I ルや日 IOS のアップデートなどで使庙される機会びありまず。紛失しないように大切に 
な存しておいてください。 



• EXPRESSBUILDER に含まれていない管理ソフトウェアについては、をソフトウェアに 
添付の説日月書を参照してくださし、。 

• ディスクアレイの設ををする RAID ユーティリティはボード上のチップに搭載されてい 
ます。これらのユーティリティの操作方法じついては、ボードに添付の説日月書を参照し 
てください。 
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EXPRESSBUILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、 Express 5800シリーブに接続された八ードウェアを自動お化して処理を進める 
セットアップ用統合ソフトウェアです。 EXPRESS 己 UILDER か 60 S をインス!'―ルする隐には、インス 
卜ール対まの八ードディスク（またはディスクアレイの論理ドライブ1台のみ）だけを接続してセットアッ 
プしてください。 



—にごいて 


EXPRESS 目 UILDERI こは3つの起動方法があります。起動方法によって表示されるメニュ ー 
や項目が異なります。 

• EXPRESSBUILDER CD-ROM か S 起動ずる 


「 Express 5800 シリーズ EIPRESSBUILDEB V がん x 


right(C)KEC Corporsti 0112004 


EXPRESSBUILDER を本体の CD - ROM ドライ 
ブにセットして起動し 、 EXPRESSBUILDER 
内のシステムから起動する方まです。このち 
法でシステムを起動するとちに示す 
「 EXPRESS 己 UILDER トップメニュー」が表示 
されます。 

このメニューにある項目から本装置をセット 
アップします。 


本装置な外のコンピュータおよび EXPRESS 曰 UILDER び添付されていた装置な列 
の Express 已800シ U - ズで起動しないでください。故障の原因となりまず。 

メニューの r シームレスセットアップ」を実行ずるとあ5かじめインス I ルをれて 
いる OS をミ肖去しまず。 OS ちインス I ルし直ず必要びありまず。 



EXPRESSBUILDER トツプメニューじつし）てはこの後の 「EXPRESS 己 UILDER トツプメ 
ニュー」を参照してください。 
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コンソールレスで EXPRESSBUILDER CD-ROM か 5 起動ずる 


キーボードやマウス、ディスプレイ装置を本 
体に接続していない状態で 
EXPRESSBUILDER を起動ずると， LAN か 
COM (シリアルポート）で接続している管理 
用コンピュータ （ PC ) の画面には、ちに示す 
「 EXPRESS 己 UILDER メインメニュー」が表 
示されます。 

管理 PC か6このメニュ ー1 こある項目を使っ 
て本装置を遠隔操作をします。 

H -0 • 本装置 W 列のコンビユータおよび EXPRESS 日 UILDER び添付されていた装置な列 

の Express 已800シリーズで起動しないでくださし、。故障の原因となりまず。 

• コンソールレス時の使用は、本体のマウス/キーポードコネクタにキーボードび接 
続されていないことび条件でず。本体にキーボード ( US 日キーボードは除く）ぴ接続 
されていると、 EXPRESSBUILDER はコンソールびあると判断し、け下の動作を 
行いません借理 PC にメニユーを表示しません)。 

EXPRESSBUILDER メインメニューについてはこの後の「コンソールレスメニュー」を参 
照してください。 

Windows が起動した樹こ EXPRESSBUILDER をセットずる 

Windows(Windows 95じ(降、または 
Windows NT 4.0 J ; J 降)が起動した後に、 

EXPRESS 己 UILDER を CD - ROM ドライブに 
セットするとメニューが表示されます（ち図 
参照）。表示されたメニューダイア□グボ、ソ 
クスは r マスターコント□ールメニュー」と呼 
びまず。 

マスターコント□-ルメ ニュー についてはこ 
の後の r マスターコント□ールメニュー」を参 
照してください。 
















EXPRESSBUILDER トツ 



EXPRESS 目 UILDER トップメニューは八ードウエアのセットアップおよび 0 S (オペレーティ 
ングシステム）のセツトアップとインス I -ールをずるときじ使庙しまず。 


BIOS の設定を間違えると、 CD - ROM か5起動しない場合がありまず。 
EXPRESSBUILDER を起動できない場合は 、 BIOS SETUP ユーティリティを起動して W 
下のとおりに設定してください。 

「 Boot 」 メニューでに D-ROM DriveJ を1番上に 、 「Removable Devices 」 を2番目 
に設定。 


起動 

次の手順に従つて EXPRES 沈 UILDER トップメニユーを起動します。 

1. 周辺装置，本体の順に電ミ原を ON にする。 

2. 本体の CD-ROM ドライブへ 「EXPRESS 巳 UILDERJCD-ROM をセ、ソトずる。 

3. CD-ROM をセッ ト したリセ、ソトずる （< Ctrl> + <Alt> + <Delete> キーを押す）か，電源を 
OFF/ON して本体を再起動する。 

CD-ROM か6システムが立ち上がり， EXPRESS 己 UILDER が起動しまず。 

EXPRESSBUILDER が起動ずると、 JiTF のような EXPRESSBUILDER トップメニューが現 
れまず。 


讀 


シームレスセツトアップ 


セットアップパラメーク FD の情報を参照して、切れ目なく（シー 
ムレスに）セットアップを巧います。日 S の再インストールを巧 
う場合、こち6のセツトアップ方まを選択してください。 


■ress6800'> U —ス EX 門 ! 防 SEUILD 防 VerS.x 


綱. 


EXPRESS 巨 UILDER に収め6れている各種ユーテイリテイを 
個別に起動し、オペレータによるセットアップを巧います。 
また、インストール巧み日 S に影響を与えることなくセット 
アップを巧ラことができます。 



t 山 NEC Co げ oration20 日 4 


r シームレスセヴトアヴブ J とは./、ート•ウェア 
の内な的なバラタータサ氏 fi®l6 をから 0S， を谷 
ユーティリティのイシストールまでを a 巧の 
CD-ROM rEXPRESSBUILDERj を任。て坊れ目な< 
(5^ ムレスで）七ブトアップできる a 白の 
セットアップ巧をです。 

/、ードディスクを田入時®受 B と*なるバーティ 
^3ンを左で任巧する*をや 0S を S インストール 
ムレスセヴト7ブブをぶ巧して 
<ださい■つを Kif かアップをこ®力咐 
わ。てな、ます. ****--w 一 


する巧にセットアッカこを S なお巧を ■* し 
コロウビーディスクに«存し.セットアップの店 
にそめち冉ま丢一京み出しで自 a 的に 一a の七ブ 
トアップを道»ると t 巧もめです • 

こ®とさ g 巧されるフロ，ビーディスク®こと左 
r セットアップパライータ FDj と呼びます， 


ク 


ヘルプ 

EXPRESS 臣 UILDER について説明しま 
す。セットアップを実行する前に一通 
リ目を通しておくことをお勧めします。 


終了 

EXPRESS 巨 UILDER の終了画面 
が表示されまず。 
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シームレスセットアップ 

r シームレスセットアップ」とは、八ードウエアの内部的なパラメータや状態の設をか 60 S 
(Windows Server 2003 /Windows 2000) ,ち■種ユーティリティのインス I '■—ルまでを添 
付の 「 EXPRESS 己 UILDERJCD - ROM を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップでき 
る Express 5800シリーズ独自のセットアップち法です。 

購人時の状態と異なる八ードディ スクの)スーティ ション設定で使用する場合や OS を巧イン 
ストールする場合は、シームレスセットアップを使用すると煩雑なセットアップをこの機能 
が代わって巧います。 

r シームレスセットアップ」を違択すると、 OS のインス!ルを開始します。 

I H-0 セットアップを開始した5、完了ずるまで本体の電源を OFF にしないでください。また、 
指示びあるまでセツトアップバラメータ FD を取り出さないでください。 


ツールメニュ ー 


ツールメニューは、 EXPRESSBUILDER 
に収め6れている各種ユーティリティを 
個別で起動し、オペレータが手動でセッ 
トアップを巧います。「シームレスセット 
アップ」では自動設走できない設をや、よ 
り詳細に設をしたい場合などに使用して 
ください。 

また、システム診断やサポートディスクの作成、保ず用パーティションの設をを行う場合 
も> ツールメニューを使用します。次にツールメニューにある項目について説日月します。 

• RAID 情報のセーブ/リストア 

ディスクアレイシステムのコンフィグレーション情報をフ □、ソ ピーディスクに保存また 
は、フ□、ソピーディスクか6復元することができまず。 

一 RAID 情報のセーブ 

ディスクミラーリングコント□—ラのコンフィグレーション情報をフ □、ソ ピーディス 
クに保存しまず。フォーマットミきみのフ□、ソピーディスクを用意してください。 
RAID の設をや変更を斤った時は、あず本機能を使用してコンフィグレーション情報 
をセーブしてください。 

— RAID 情報のリストア 

フ □、ソ ピーディスクに保をされたコンフィグレーション情報をディスクミラーリン 
グコント□-ラ上の NVRAM と八ードディスクに復元しまず。 「 RAID 情報のセーブ」 
で作成したフ □、ソ ピーディスクを用意してください。コンフィグレーション情報が 
万一破壊された場合や、誤ってコンフィグレーション情報を変更してしまった場合 
は、本機能を使用してコンフィグレーション情報をリストアしてください。 

例えば、故障などによりディスクミラーリングコント□ーラを交換する場合、八一 
ドディスク上のコンフィグレーション情報をディスクミラーリングコント□—ラの 
NVRAM へ保存するお要がありまずが、もし誤って NVRAM のコンフィグレーション 
情報を八ードディスクに保をしてしまった場合は、本機能を使用してリストアして 
ください。 


Express 已800シリーズ EXPRESSBUILDER Ver3.xxx-x Copyright に） NEC Corporation S004 


RAID] 州]づ：ち化 
が•ィ純：1 
»• が巧テ•イな数：1 
勝巧-佩：1 
RAID1A. ル： 7 
Whi- ド： WRITE-THRU 
な守脚•づかソ；ち0 


ツールメニュ ー 


オフラインな巧ユーティ U ティ 
システム孩巧 
サボートディスクの作巧 
巧ず巧バーテイシヨンの度ち 
各種田 0S/FW のアップデート 
システムマネージメント巧能 
へ J レプ 

トッブイニューに戻る 















I ^rO この機能をヴポートしていないディスク s ラーリングコント□ーラちありまず。その場 
I B 軍3 合、このメニユーは表。されません。 

一 この機能は保守用でず。保守外の目的で操作しないで<ださい。誤った操作を行うと 
I チェック J データを損ちずるおそれがあります。 

• オフライン巧守ユーティ U ティ 

オフライン保守ユーティリティとは、障害発生時に障害原因の解析を巧うためのユー 
ティリティです。詳細は235ぺージまたはオンラインヘルプを参照してください。 

• システム診断 

本体上で各種テストを実行し，本体の機能および本体と拡張ボードなどとの接続を検査 
します。システム診断を実行すると、本体に応じてシステムチェック用プ□グラムが起 
動します。202ぺージを参照してシステムチェック用プ□グラムを操作してください。 

• サボートディスクの作成 

サポートディスクの作成では、 EXPRESS 己 UILDER 内のユーティリティをフ□、ソピー 
ディスクか6起動ずるための起動用サポートディスクやオペレーティングシステムのイ 
ンス I -―ルの際にあ要となるサポートディスクを作成しまず。なお、画面に表示された 
タイトルをフ□、ソピーディスクのラベルへ書き込んでおくと、後々の管理が容易でず。 

サポートディスクを作成ずるためのフ□、ソピーディスクはお客様でご届意ください。 

- Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESSBUILDER 

Windows Server 2003 Standard Edition をインストールするときにあ要となるサ 
ポートディスクを作成します t シームレスセットアップ」でインストールする場合は 
を、要ありません)。 

- Windows 2000 OEM - D に K for EXPRESSBUILDER 

Windows 2000 Server をインストールするときに企、要となるサポートディスクを作 
成しまず t シームレスセットアップ」でインス I ルする場合はあ、要ありません）。 

- R 0 M - D 0 S 起動ディスク 

R 0 M - D 0 S システムの起動用サポートディスクを作成します。 

-オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティの起動用サポートディスクを作成します。 

ーシステムマネージメント機能 

BMC (Baseboard Management Controller ) による通報磯能や管理用 PC か6のリ 
モート制御機能を使用ずるための設をを巧うプ□グラムの起動用サポートディスクを 
作成します。 
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• 保守用パーティションの設定 


ここでは、保守用パーティションに対するメンテナンスをすることができまず。保守用 
パーティションが作成されていないときは r 保守用ノ スーテ ィションの作成」と 「 FD に K の起 
動」 W 外の項目は表示されません。保守用パーティションの詳細については、9ページを 
参照して < ださい。 

I H -0 r 保守巧 A ’ー ティシヨンの設赴の各項目を実行している間は、リセットしたり、電源を 
Jpg OFF にしたりしないでくださし、。 


一保守用パーティションの作成 

保守用として内蔵八ードディスク上に領域をお保し、続けてを種ユーティリティのイ 
ンストールを行います。すでに保守用パーティションが確保されている場合は、を種 
ユーティリティのインストールを行うことができまず。 

—さ■種ユーティリティのインストール 

各種ユーティリティ（システム診断/システムマネージメント機能/オフライン保守 
ユーティリティ）を 、 EXPRESSBUILDER CD - ROM か5保守用パーティションヘイ 
ンストールします。インストールされたユーティリティは、オフライン保守ユーティ 
リティを八ードディスクか6起動した場合に、使用することができまず。 

—さ■種ユーティリティの更新 

を種ユーティリティ（システム診断/オフライン保守ユーティリティ）を、フ□、ソピー 
ディスクか6保守用パーティションへコピーします。各種ユーティリティがフ□ッ 
ピーディスクでリリースされたときに実行してください。それじ(かでは，本項目は使 
用しないで < ださい。 

一 FD に K の起動 

ROM - DOS システムの FD に K コマンドを起動しまず。パーティションの作成/削除な 
どができます。 

• 各種 BIOS / FW のアップデート 

8番街で配布される r を種己の S / FW のアップデートモジュール」を使用して、本装置の 
己の S / FW ロァームウエア）をアップデートすることができまず。「を種 B の S / FW のアッ 
プデートモジュール」じついては、次のホームページに詳しい説明があります。 

『8を街』： http :// nec 8. com / 

各種 B の S / FW のアップデートを行う手順は函巧される r を種 B の S / FW のアップデートモ 
ジュール」に含まれる rREADME . TXT 」 に記載されていまず。記載内容を殖認した上で、 
記載内容に従ってアップデートを行ってください。 「 README . TXT 」 は Windows 2000 
のメモ帳などで読むことができます。 

| >-〇 日 I 0 S / FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体の電源を OFF にしないでくださ 
し、アップデート作業が途中で中断されるとシステムび起動できなくなりまず。 



• システムマネージメント機能 

BMC (Baseboard Man 明 ement Controller ) による通報機能や管理巧 PC か6のリモート 
制御機能を使用ずるための設定を行います。 

• ヘルプ 

EXPRESSBUILDER のを種機能に関する説 S 月を表示しまず。 

• トップメニューに戻る 

EXPRESSBUILDER トップメニューを表示しまず。 
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コンソールレスメニ 


EXPRESSBUILDER は、本体にキーボードなどの〕ンソールが接続されていなくてもさ■種 
セツトアップを管巧用コンピュータ（管理 PC ) から遠隔操作することができる r コンソールレ 
ス」機能を持っています。 


H -0 • 本装置け外のコンピュータおよび EXPRESSBUILDER び添付されていた装置む列の 

護重 g Express 已800シ U - ズに使用しないで<ださし、。故障の原因となりまず。 

• コンソールレス時の使用は、本体のマウス/キーボードコネクタにキーポードび接続さ 
れていないことが条件でず。本体にキーボード （ US 日キーボードは除く）び接続されて 
いると、 EXPRESSBUILDER はコンソールがあると判断し、コンソールレス動作を行 
いません(管理 PC にメニューを表示しません)。 


起動方法 

起動ち法には管理 PC と本体の接親状態により、次の2つの方法があります。 
• LAN 接続された管理 PC か6実行する 
• ダイレクト接続に 0 M B ) された管理 PC か6実行する 


起動方まの手順については、この章の 「 MWA 」 一 r コンソールが接続されていない場合のコン 
フイグレーシヨンち法」を参照してください。 


— -〇 • BIOS セットアップユーティ U ティの Boot メニューで起動順序を変えないでくださし、。 
CD - ROM ドライブび最初に起動ずるよ5になっていないと使用でさません。 

• LAN 接続は LAN ポート1のみ使庙可能でず。 

• ダイレクト接続はシリアルポート日のみ使用可能でず。 

• コンソールレスで本装置を遠隔操作ずるためには、設定情報を格納したフ□ッピーディ 
スクが必要になりまず。 

フォーマットミ斉みのフ□ッピーディスクを用意しておいてください。 

• BIOS SETUP を通甫の終了方法な列の手段(電源 OFF や U セット)で終了ずるとリダイレ 
クシヨンが正甫にできなし喝合びありまず。設定ファイルで再度設定を行ってくださし、。 


[pF] 


日 lOS 設を情報は JiTF の値にセッ ト されます。 


LAN #1: 

[Enabled] 

Serial Port A: 

[Enabled] 

Serial Port A I/O Address: 

[3F8] 

Serial Port A Interrupt: 

[4] 

Serial Port B: 

[Enabled] 

Serial Port B I/O Address: 

[2F8] 

Serial Port B Interrupt: 

に] 

BIOS Redirection Port: 

[Serial B] 

BIOS Redirection Baud Rate: 

[19.2k] 

BIOS Redirection Flow Control: 

[CTS/RTS] 

Console Type: 

[PC ANSI] 
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メインメニュー 

管理 PC の画面上に表示されるメインメニューは次のとおりです。 


を種セツトアップを行5 


EXPRESSBUILDER が持つ 
機能を個別に起動ずる 

EXPRESSBUILDER の各■種機能に 
関する説明を表示ずる 



EXPRESSBUILDER を終了する 


セットアップ 

本体の八ードウェア構成をチェックして、 
ディスクアレイコンフィグレーションおよび 
保守用パーティションの設をを自動的に行い 
ます。 


它ットツノ 


ツールメニ ユー 

メ インメニューでツールを違択すると ]: j 下のメニューが表示されます。 

ツールメニューにある項目は、 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」の r ツールメニュー」の 
項目の中か6コンソールレスで使用できるもののみがあげ6れています。それぞれの機能に 
ついては、前述の 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」を参照してください。 


。つしメーュ ー 

’ RA I D 情绽のたーブ / U _ ストア 


前述の 「EXPRESSBUILDER 
トップメニュー」を参照 


それぞれの磯能に関する説明を 
表示する 



メインメニューに戻る 


PI -0 に XPRESSBUILDER トップメニュ ー 」の「ツールメニュ ー J にある機能と比較ずると次の 
E 重3 点び異なりまず。 

• 「システム 診断 J の内容や操作方法(詳しくは、202ページを参照してください） 

• 「ヴポートディスクの作成」で作成できるディスクの種類 


ソフトウェア編 
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マスターコント□—ルメニ 


Windows(Windows 95 1 又ドを、または 
Windows NT 4.0 W 降)が動作しているコン 
ピュータ上で添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 
CD - ROM をセットずると、「マスターコント 
□ールメニュー」が自動的に起動します。 


g ; システムのが態によっては自動的に起動 

FE ^ しない場合があります。そのような場合 

は、 CD-ROM 上の次のファイルをエクス 
プローラなどから実行してくださし、。 

CD - ROM ドライブレター： 

¥ MC ¥1 ST.EXE 

マスターコント□-ル^ニューからは、 Windows 上で動作する各種バンドルソフトウエア 
のインストール节オンラインドキュメントを参照することができます。 

jl ; オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式の文書で提供されているものもあります。こ 
のファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の Ac の bat Reader がインス 
卜ールされている也、要があります。 Ac の bat Reader がインストールされていないときは、 
はじめに[ソフトウエアのセットアップ]の [Acrobat Reader ] を遇ホ尺して、 Acrobat Reader 
をインストールしておいてくださし、。 

マスターコント□ールメニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をク 
リックずるか、ちクリックして現れるメニューを使用してください。また、一部のメニュー 
項目は、メニューが動作しているシステム•権限で実行できないとき、グレイアウト表示さ 
れ選択できません。適切なシステム-権限で実行してください。 

I — "〇 CD - ROM をドライブか5取り出ず前に、マスターコント□—ルメニユーおよびメニユーか 

5起動されたオンラインドキュメント、各種ツールは終了させておいてください。 
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ExpressPicnic 


「 Express 円 cnic ®」 は、本装置のセツトアップで使用する「セツトアップパラメータ FD 」 を作成するツールで 
す。 


EXPRESSBUILDER と Express 円 cnic で作成したセットアップパラメータ FD を使ってセットアップをずる 
と、いくつかの磕認のためのキー人力を除き 0 S のインス I ルか6を種ユーティリティのインストールま 
でのセットアップを自動で巧えます。また、再インストールのときに前回と同じ設定でインストールする 
ことができます。「セットアップパラメータの」を作成して、 EXPRES 沈 UILDER か6本装置をセットアッ 
プすることをお勤めします。 


■; 一 

rETFI 


「セ‘ソトアップパラメータ FD 」 がなくても Windows Server 2003または Windows 200〇をイ 
ンストールすることはできます。また、「セットアップパラメータ F D 」は、 
EXPRESSBUILDER を使ったセットアップの递中で修正.作成することもできます。 




ットアップパラメータ FD の作が 


OS をインス!ルずるために必要なセットアップ情報を設定し、「セットアップパラ^ータ 
FD 」 を作成しまず。 t (下の手順に従ってください。 

>1; ExpressPicnic は PC 98- NX シリーズ- PC - 目800シリーズ. PC - AT 互換機で動作します。 

rEvn 

1 . os を起動する。 

吕.ミ乖かの 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライプ [こ セツトずる。 


マスターコント□ールメニューが表示されます。 

3. 画面上でちクリックずるか、[ソフトウェ 
アのセットアップ]を左クリ、ソクずる。 

4. [ExpressPicnic] をクリ、ソクずる。 

ExpressPicnic ウィンドウが表示されます。 
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己.[ファイル]メニューの[情報ファイルの新 
規作成]をクリックする。 

[ディスクの設を]ダイア□グボックスが 
表示されまず。 



白.各項目を設定:し、 [0 K ] をクリックする。 

[基本情報]ダイア□グボックスなど、 
セツトアップ情報を設定するダイア□グ 
ボックスが順に表示されます。 



7. ；>< ッセージに従ってダイア□グボックス 
の各項目を設をし、[次へ]をクリックす 
る。 

セットアップ情報の設定が完了すると、 
[ファイル指を]ダイア □ グボックスが表 
示されまず。 

I チェック I 

[キャンセル]をクリックすると設定し 
た内容が消えてしまいまず。 

•L 回 

使用者名と会社名を日本語で設まする 
場含は、 ExpressPicnic で設走:してくだ 
さし、。シームレスセットアップ中に曰 
本語で入力することはできません。た 
だし、シームレスセットアップを使っ 
たインストールを完了後、ログオンの 
ときに表示されるポップアップ画面で 
再入力し直すことができます。 

8. [セットアップパラメータ FD ] チェック 
ボックスがオンじなっていることを確認 
し、[ファイルを]ボックスにセットアッ 
プ情報のフアイルをを入力ずる。 




を昭 I 
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9. 1.44 M 巨で DOS フォーマット済みのフ□ッピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブじセット 
し、 [0 K ] をクリックずる。 

「セットアップパラ;<-夕 FD 」 が作成できました。「セットアップパラ^-夕 FD 」 は Windows 
Server 2003または Windows 2000をインストールするときに使用しまず。ラベルを貼り 
大切に保管してください。 

• 各項目の設定内容についてはヘルプを参照してください。 

I じ卜 I • 既をの情報ファイル（セットアップパラメータ FD ) を修正する場合は 、 ExpressPicnic 
ウィンドウの[情報ファイルの修正]をクリックしてくださし、。詳しくはヘルプを参照し 
てくださし、。 
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ンのインス I ル 


EXPRESS 目 UiLDER CD - ROM でサポートしていないアプリケーションを追加]でインストー 
ルする場合は、 t (下の手順に従って r セツトアップパラメータ FD 」 を作成してください。 


I P-0 追加でインス!ルずるアプリケーションは、シームレスセットアップに巧応している必要 
P 重马 がありまず。 

1 . ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （171 ぺージ参照）。 


吕.[ファイル]メニューの[情報ファイルの新 
規作成]をクリックずる。 

[ディスクの設を]ダイア□グボックスが 
表示されます。 



3. 各項目を設定:し、 [0 K ] をクリックする。 

[基本情報]ダイア □ グボ、ソクスなど、 
セットアップ情報を設をずるダイア□グ 
ボックス順に表示されまず。 

4. メッセージに従ってダイア□グボックス 
の各項目を設定し、[次へ]をクリックず 
る。 





[キャンセル]をクリックすると入力し 
た内容がミ肖えてしまいます。 


已.[アプリケーションの設を]が表示された 
ら、 [追力□アプリケーションのインストー 
ル]じ チェ、ソク を入れる。 

6 . [ファイル指を]ダイア□グボックスが表 
示された6、[セットアップパラメーク 
FD ] チェックボックスがオンじなつてい 
ることを確認し、[ファイルを]ボックス 
にセットアップ情報のファイルをを入力 
ずる 0 

7.1.44 M 巨で DOS フォーマット済みのフ 
□、ソ ピーディスクをフ □、ソ ピーディスク 
ドライブじセットし、 [0 K ] をクリックす 
る。 
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大容量記憶装置ドライパのインストール 


シームレスセットアップに対応しているオプションの大容量記憶装置ドライバをインストー 
ルずる場合は、じ(下の手順に従って r セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 

1 . ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （171 ぺージ参照）。 


2. [ファイル]メニユーの[情報ファイルの新 
規作成]をクリ 、ソク する。 

[ディスクの設を]ダイア □ グボ、ソクスが 
表示されます。 


3. 各項目を設定:し、 [0 K ] をクリックずる。 

[基本情報]ダイア□グボックスなど、 
セットアップ情報を設定するダイア□グ 
ボックスが順に表示されまず。 

4. メッセージじ従ってダイア□グボックス 
の各項目を設をし、[次へ]をクリックす 

る0 




[キャンセル]をクリックすると入力し 
た内容が消えてしまいまず。 


日.[アプリケーションの設を]が表示された 
ら、[大容量記憶装置用 OEM - FD の適用] 
じ チェ、ソク を入れる。 

目.[ファイル指定」ダイア□グボックスが表 
示されたら、[セットアップパラメータ 
FD ] チェックボックスがオンになってい 
ることを磕認し、[ファイルを]ボックス 
じセットアップ情報のファイルをを人力 
する。 

7.1.44 M 目で DOS フォーマット済みのフ 
□、ソ ピーデイスクをフ □、ソ ピーデイスク 
ドライブにセットし、 [0 K ] をクリックす 

る 0 
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稼動機からの情報採取 


ExpressPicnic が起動しているマシンのセットアップ情報を自動的に操取し、セットアップ 
情報ファイルを作成します。 

^ • ユーザ/グループ情報は採取できません。 

[1 里を J • リモートアクセスサービス （ RAS ) じついては設を情報を採取できません。 

• アプリケーシヨンで設を情報を採取できるのは， ESMPRO / Serv 阱 Agent だけです。 

• 取得できない情報に圉しては，既を値を表示しています。 

• Windows 2000のみサポートしています。 


1 . ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （171 ぺージ参照) 


己.[オプション]メニューの[稼動機か6の情 
報採取]をクリックずる。 

操取後は，確認/修正画面に移りまず。ネリ 
期値げ，探取したデータになっているこ 
とを除けば r 情報ファイルの新規作成」、 
あるいは r 情報ファイル修正」と同じで 
す。 



176 




















大量インス I ル 


ベースとなるセットアップ情報ファイルを指定し、マシンごと1こ変更する必要のあるパラ 
メータのみ修正して、複数のセ、ソトアップ情報ファイルを作成しまず。 

1 . ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （171 ぺージ参照）。 


2. [オプション]メニューの[大量インストー 
ルのアシス 卜]をクリ 、ソク する。 

3. [ファイルを開く]画面でペースとなる 
セットアップ情報ファイルを選択する。 

ペースとなるセツトアップ情報ファイル 
の設定値がリストの一番上の欄に表示さ 
れまず。 


4. [追力日]をクリックずる。 


已.ペースとなるセットアップ情報ファイル 
か6変更ずるパラメークを設定ずる。 

目. [0 K ] をクリックする。 

リストに追化した情報が表示されます。 

7. ファイルをを選択し、 [ FD 作成]をクリッ 
クする。 

選がしたファイルをのセットアップパラ 
メータ FD を作成します。 
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Express 本巧用バンドルソフトウエア 

本体にバンドルされているソフトウエアの紹介およびインストールの方法について簡単に説 S 月します。詳 
細はオンラインドキュメントをご覧ください。 


ESMPR 日 / ServerAsenUWindows 版) 


£51\/1ド1^0/5€「\/6「八96が(\/\/^お\/\/5版）は本装置1こインストールずるサーバ監視用アプリ 
ケーシヨンです。 

EXPRESS 目 UILDER のシームレスセットアップで自動的にインストールずることができま 
ず。ここでは個別にインストールする場合に®つておいていただきたいミ主意事項とインス 
卜ールの手順を説明します。 

jl; 運用上の注意事項については、添付の 「EXPRESSBUILDER」CD-ROM 内のオンラインド 
I レ、, Pi キュメント 「ESMPRO/ServerAgent(Windows 版）インストレーシヨンガイド」に記載してい 
- ます。ご覧くださし、。 


インス I -ール前の準備 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版を動作させるためには対象 0 S の TCP / IP と TCP / IP 圉 
連コンポーネントの SNMP の設をがあ要です。 

ネットワークサービスの設定 

プロトコルは TCP / IP を使用してください。 TCP / IP の設をについてはスタートメニューか5 
起動する r ヘルプ」を参照してください。 

SNMP サービスの設定 

コミュニティ名に 「 public 」、 トラップを信先にを信先 IP アドレスを巧います。 ESMPRO / 
ServerManager 側の設走で受信ずるトラップのコミュニティをデフォルトの 「 public 」 か6を 
更した場合は、 ESMPRO / ServerManager 側で巧しく設定したコミュニティをと同じを前を 
入力しまず。 
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インス I ル 


ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）のインス 
卜ールはミ乘付の 「 EXPRESS 巨 UILDERJCD-ROM 
を使用します。本装置の 0 S が起動した後、 
Autorun で表示されるメニューから[ソフトウェ 
アのセットアップ]-拒 SMPRO ]-[ ESMPRO / 
ServerAgenI :] の順にクリ、ソクしてください。 
降はダイア□グボックス中のメッセージに従って 
インストールしてください。 

I ■■〇 管理ち権限のあるアカウント 
I h 重过 ( administrator) でシステムに□グインし 
てぐださい。 



ネ、ソトワーク上の CD - ROM ドライブから実行ずる場合は、ネットワークドライブの割り当て 
を行った後、そのドライプから起動してください。ェクスプ□ーラのネットワークコン 
ピュータからは起動しないで<ださい。 


■; 一 

rEyR 


アップデートインストールについて 

ESMPRO / ServerAgent がすでにインストールされている場合は、次のメッセージが表示さ 
れます。 


ESMPRO / ServerAgent が既にインストールされています。 


メッセージに従って処理してください。 


インス I ル後の確認 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）をインス I —ルした後に次の手順で正しくインス 
トールされていることを磕認してください。 


1 . 本装置を再起動する。 

吕.イベント□グを開く。 

3. イベント□グじ ESMPRO / ServerAgenUWhdows 版)の監視サービスに関するエラーが登録され 
ていないことを確認ずる。 

エラーが登録されている場合は、正しくインストールされていません。もう一度はじめか6イン 
ストールし直してください。 
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FastCheck 


FastCheck は、オプションのディスクミラーリングボードを管理-監視ずるソフトウエアで 
す。 


ディスクミラーリングコント□-ラに接続した八ードディスク（アレイディスク）の監視や状 
態の表示をしたり、万一、異常が起きたときにビープ音やポップアップメッセージの表示な 
どで通巧したりします。 

また、 ESMPRO / ServerAgent ( Ver .3.4 W 降）との連携により、異常が起きたときに 
ESMPRO / ServerMan 明 e 「 をインストールしている管理 PC 1 こアラート通報や ALIVE 通報を 
ずることちできます。 


カスタムインス1ルモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に FastCheck があらかじめインス I ルされている場合もありま 
す。 FastCheck がインス I ル済みの本体に後か SESMPRO / ServerAgent をインストール 
した場合は、 FastCheck を一度、アンインス!ルしてか6インス!ルし直してくださ 
い。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

FastCheck は添付の 「 EXPRESS 目 UILDERJCD - ROMI こ収められている自動インストール 
ツール r シームレスセットアップ」を使ってインス I ―ルできます。 

シームレスセットアップ中にアプリケーションを設走するダイア□グボックスが表示されま 
す。ここで 「 FastCheck 」 を違択してください。 

シームレスセットアップで FastCheck をインストールした場合で、後か 6 ESMPR 0/ 
ServerAgent をインス!ルした場合は、 FastCheck を一度、アンインス!ルしてからイ 
ンストールし直してください。 


確認事項 

インストールミ斉みの FastCheck について次の点を殖認してください。 

• [スタート]メニユーの口□グラム]に [ Promise ] という名前のフォルダが作成されてい 
ることを確認する。 

• Windows の起動後のタスクトレーに、 FastCheck のアイコン（を I )が表示されている 
ことをお認する （ FastCheck は Windows 常駐型のアプリケーシヨンです）。 

• コント□—ルパネルのサービスで 「Promise FastTrak Service 」 が開始されていることを 
磕認する。 

• FastCheck が起動することを殖認ずる。 

[ Promise ] フォルダの中か6 [ Fasttrak ] — [FastCheck Monitoring Utility ] の順に逞択ず 
るか、タスクトレーの FastCheck アイコン（包）をダブルクリックずると起動します。 


180 





• FastCheck を起動後、[オプション]-[适巧]- [ NT システムイベント□グの使用]が 
チェックされていること（デフォルト値です）を殖認する。 

两~〇 ESMPRO / ServerManager をインス I ルした管理 PC にディスクミラーリングコン 
卜□-ラに関ずるアラート通報や ALIVE 通報をずる場合は 、 「Promise Fast Trak 
Log Service 」 び開始されており、 FastCheck のオプション設定 [ NT システムイベン 
卜□グの使用]がチェックされていなければなりません。 


パスワードの設定 

セキュリティ上、 Fas に heck を起動する際にパスワードによる確認ができるよう ，パスワー 
ドを登録してください。パスワードは FastCheck を起動後、[オプション]-[パスワードを 
使用可能じする]を還択すると表示される設を画面で設定できまず。 


運用上のを意 

FastCheck をインストールして運用する上で特にを意していただきたい点について説 s 月しま 
す。 FastCheck で表示される画面についての説 B 月やその化のを意事項については、オンライ 
ンドキュメント 「 FastCheck ユーザープガイド」を参照してください。 

• ESMPRO / ServerAgent がインス I '■—ルされている本体じ FastCheck をインス I '■—ルず 
ることをお勧めします。 ESMPRO と連携したさまざまな管理-監視機能を利用すること 
ができます作 SMPRO がインス I ■■■- ルされていなくても， FastCheck の動作には支障が 
ありません）。 

ただし、 ESMPRO は Ve 「.3.4 W 降のノ^’ージョンを使用してください。 

• FastCheck の設をを変更した場合は、ダイア□グボックス内じある[適用]を 
クリックして情報を更新してか6終了してください。 

• FastCheck のと rF のオプションは既を値か6変更しないでください。 

一 [ NT システムイベント□グの使用] (既定値：チェック） 

一[書き込みキャッシュを使用可能にする](既定値：チェック） 

-[ホットスペア/自動リビルドを禁じる](既定値：チェックなし） 

• ディスクのリビルドやシンク□ナイズ(整合性の確認)の圈もアクセスすることはできま 
すが、処理時圍が長くなる場合があります。 

• ESMPRO からは、ディスクミラーリングコント日ーラで制御されている八ードディスク 
は、1台のドライブとして認識されまず。また、このディスクミラーリングコント□-ラ 
はデイスクアレイではなく、に CSI コント□-ラ」として管理されます。 


新規インス I ル 

Fas に heck を新規にインス I ■'―ルする場合（または再インス I ■'―ルずる場合)は、オンライン 
ドキュ^ント 「 Fas に heck ユーザーズガイド」を参照してください。 
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エクスプレス通報サービス 


エクスプレス通報サービスじ登録することにより、システムに発生する障害情報(予防保守 
情報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができまず。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察巧したり、障害発生時に迅ま 
に保守を巧ったりすることができます。 

また、お客様のサーバ上で動作ずるエクスプレス通報サービスと、クライアント上で動作す 
るシステム監視サービスの MITOOL ) を連携させることでシステムを安定に稼働させること 
ができる、クライアント/サーバ型の保ずサービス （ PC 适報連携機能）を提供しています。 


カスタムインス I ルモデルでのセットアップ 

モデルじよっては購入時にエクスプレス通報サービスがあ6かじめインス I -―ルされている 
場合もありまず。インストールミきみのエクスプレス适報サービスはまだ無効になっておりま 
す。'必要な契約を巧い> 适報開局 FD を入手してか6、次の操作を巧うとエクスプレス通報 
サービスは有効になります。エクスプレス通報サービス有効後は EXPRESSBUILDER 内にあ 
るオンラインドキュメント r エクスプレス适報サービスインストレーシヨンガイド」を参照し 
て設定してください。 


セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービスを有効にするには、 trF の契約等があ要となりまずので、あらか 
じめ準備してください。 

• 本体のバードウェア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体の八ードウェア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお;'斉みで 
ないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細については、 
お買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD がみ要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してか6、セツトアップを行ってください。 
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エクスプレス通報サービスを有効にずる操作 

次の手順で購入時にインス I ''ール済みのエクスプレス通報サービスの機能を有効にしまず。 

1 • [コント □ -ルパネル]の ESMPRO / ServerAgent ] を選択する。 

2. [全般]女ブの[通報の設を]をクリックずる。 

アラートマネージャ設定ツールが起動しまず。 

3. [ツール]メニューの[エクスプレス通報サービス]、[サーバ]を選択する。 

[エクスプレス通報サービスセットアップユーティリティ]が起動しまず。 

4. 通報開局 FD をフ□、ソピーディスクドライブにセットし、通報開局 FD を読み込む。 

エクスプレス通報サービスが有効となりまず。 

手動インス I -ール(新規インス I -ール） 

手動でインストールする場合は > t (下の説明を参考にしてインストールしてください。 

エクスプレス通報サービスのセットアップ環境 

エクスプレス通報サービスをセットアップするためには、と J 下の環境があ要です。 

A - ドウェア 

• メモリ 18.0 MB じ(上 

• 八ードディスクの空き容量 30.0 MBtJ 上 

• メールサーバ 

電子メール経由の通報を使用ずる場合、 SMTP をサポートしているメールサーバがあ要 
でず。 

ソフトウェア 

• 添付の CD - ROMrEXPRESSBUILDER 」 内の ESMPRO/ServerAgent 
• 上記、 ESMPRO / ServerAgent がサポートずる 0 S 

• マネージャ経由の通報を使用する場合は、マネージャ側に t (下の環境があ要です。 
ESMPRO / ServerManager * + ESMPRO/AlertManager Ve 「.3.4 U 降 

* 監視対まとなるサーバにインス I '―ルされている ESMPRO / ServerAgent のバー 
ジョンじ(上を使用してください。 

(例）監視対まとなるサーバにインス I ルされている ESMPRO / ServerAgent の 
パージョン 3.8 の場合、バージョンが 3.8 W 上の ESMPRO/ServerManageW 
か要でず。 
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セツトアップに必要な契約 


セットアップを巧うには，じ(下の契約等が必要となりますので、あ6かじめ準備してくださ 
い。 

• 本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体の八ードウエア保守契約，またはエクスプレス届報サービスのみの契約がお済みで 
ないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細については、 
お買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD がか要となります。まだ到着していない場合，通報開局 FD 
が到着してか6、セットアップを行ってください。 

エクスプレス通報サービスのセツトアップについては、「オンラインドキュメント」を参照し 
てください。 


PC 通報連携機能 

PC 适報連携機能は、クライアントで発生した障害の情報を電子メールやモデム経由で保守 
センターに自動通報するサービスです。このサービスを使用することにより、クライアント 
の障害を事前に察巧したり、障害発生時、すみやかに保守することができまず。 

PC 通報連携機能のセットアップについては、「オンラインドキュメント」を参照してくださ 
い。 

また、別途 PC 通報連携機能での契約があ要となります。お買い求めの販売店、または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 





テー プ監視 ツール 


テープ監視ツールは、本体に接続されたテープドライブな6びに使用しているテープメディ 
アの状態を監視ずるユーティリティでず。 

へ、ソドの汚れや不良テープの使用などによるバックアップファイルの消失やバックアップの 
失敗などを防止するために、本体にテープドライブが接続されている場合にはこのユーティ 
リテイをインス I ■'ールすることをお勧めします。 


カスタムインス I ルモデルでのセットアップ 

モデルによっては購人時にテープ監視ツールがあ5かじめインス I ルされている場合もあ 
ります。インストール済みのテープ監視ツールのサービスを次のように設走してください。 
サービスの設定は[コント□-ルパネル]の[サービス]をダブルクリ 、ソク ずると起動します。 

• 違択するサービスを ： TapeAlertChecker 
• スタートアップの種類：自動 
• □グオン： システムアカウント 

[デスクトップとの対話をサービスに許可]じチェック 

サービスに打396八16けな6〇1<6「]がない場合は、装置にインス!-―ルされていません。次の 
r 手動インストール(新規インストール)」を参照してインストールしてください。 


手動インス I -ール(新規インス I -ール） 

手動でインストールする場合は、じ(下の説明を参考にしてインス!ルしてください。詳し 
くはオンラインドキュメントの r テープ監視ツールセットアップガイド」をご覧ください。才 
ンラインドキュメントは、5东付の rEXPRESSBUILDER 」 CD - ROM の次のディレクトリに 
PDF ファイルで格納されています。 

CD-ROM ドライブレタ ー:¥ TpTool ¥ SG _ TP 6 .pdf 


動作環境 

A - ドウェア 

• インス!ルずる装置 
• メモリ 

• 八ードディスクの空き容量 

ソフトウェア 

• オペ レーテ イングシステム 

— Microsoft Windows NT 4.0 日本語版 (Service Pack 已 W 隨) 
— Microsoft Windows 2000日本語版 

Microsoft Windows Server 2003はサポートしていません。 


Express 5800/50、100、日00シリーズ本体 
500 KBW 上 
2'2 MB じ(上 
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• アプリケーション 


— ARCserve J 6.0 for Windows NT ( SP 3) (全エディション） 

— ARCserve J 6.5 for Windows NT (全エディション、 Patch 07 が必要) 
— ARCservelT J 6.61 for Windows NT (全エディション） 

- ARCserve 2000 ( SP 2) (きエディション） 

—目 ackupExec tor Windows NT Ve 「.7. j 
—目 ackupExec for Windows NT Ver .8 .己 
- NTBackup(Windows NT 標準装備のバックアップツール） 

- #BKUP 


監視対象装置 


テープ監視ツールで監視できるテープドライブは次のとおりでずに002年9月現在)。 


• 内蔵/外付 AIT 

• 内蔵/外付 AIT 集合型 

• 内蔵/外術 AT の DS 3) 

• 内蔵/外が DAT 集合型 ( DDS 3) 

• 内蔵 TRAVAN 
• 外付 TRAVAN 集合型 
• 内蔵/外付 DAT ( DDS 4) 

• 内蔵/外が DAT 集合型 ( DDS 4) 
• 内蔵 SLOT 
• 内蔵 LTO 
• 外が LTO 


N 8151 -28/-34/-34 A /-41/-41 A /-44/-46 、 
N 8551-19/-28/-34. N 8560 -16 
N 8151-29/-36、 N 8551-20/-29/-36. 
N 8560-17 

N 8151-12 巨 C 、 N 8551-12/-12 A /-12 BC . 
N 8560 -12/-12 AC 
N 8151-13 AC 、 N 8551-13/-13 AC 、 

N 8560 -13/-13 AC 
N 855 1-21 
N 8560-19 

N 8151-26/-43/-45、 N 855 1-26. N 8目 60-22 

N 8151-27、 N 855 1-27. N 8560-23 

N 8151-38 

N 8151-37/-40 

N 8 160-39 


対象ドライブとバックアップソフトの対応につきましては NEC の Web 情報ぺージにある 
[NEC 8番街 ( http :// nec 8. conn /)」 の「サポート情報」一「商品情報-消耗品 (Exp 「 ess5800 • 
テクニカル ガイド）」にある r バックアップ装置」を確 f 忍してください。 


インストール手順 


添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 の次のデイレクトリにある 「 setup . exe 」 をエクスプ 
□ー ラなどか6起動して < ださい。 

CD-ROM ドライブレタ ー :¥TpTool ¥ setup.exe 


じ(降は画面に表示されるメッセージに従ってください。詳しくはオンラインドキュメントで 
説 B 月しています。 

インス!ルの完了後、サービスが動作していることを殖認してください。「カスタムイン 
ストールモデルでのセットアップ」の説 S 月を参照してください。 

監視についての詳細な設定は、 ini ファイルを編集することで変更できまず。 ini ファイルは rC : 
¥ P 「 og「am Files ¥ TapeAlertChecker ¥ Cl :「 l . ini 」 です(デフオルトの設をでインストールした場 
合）。設走の詳細じついてはオンラインドキュメントをご覧ください。 





管理 PC 用バンドルソフトウエア 

装置をネ、ソトワーク上から管理ずるための r 管理 PC 」 を構築ずるために必要なバンドルソフトウエアについ 
て説明しまず。 


ESMPRO/ServerManager 


ESMPRO / ServerAgent がインストールされた〕ンピュータをネットワーク上の管理 PC か 
ら監視.管理するには、本体1こバンドルされている ESMPRO / ServerManager をお使いくだ 
さい。 

管理 PC へのインス I -ール方法や設定の詳細についてはオンラインドキュメントまたは 
ESMPRO のオンラインヘルプをご覧ください。 

■I ； ESMPRO/ServerManager の使用にあたっての注意事項や補足説明がオンラインドキュメン 
「0^ 卜で説明されています。添付の 「EXPRESS 巳 UILDERJCD-ROM 内のオンラインドキュメン 
- 卜 「ESMPRO/ServerManager インストレーシヨンガイド」を参照してください。 


MWA - Management Workstation Application - 


MWA は、ネットワーク上から管理 PC ( ESMPRO / Se 「\/ e 「 Manage 「が動作している〕ン 
ピュータ）を使用して、本装置をリモート管理ずるためのアプリケーションです。 

MWA の機能や運用方法については、 「 EXPRESS 目 UILDER 」 CD - ROM の W 下のパスに格納 
されている 「 MWA ファーストステップガイド」を参照してください。 

く CD - ROM のドライブレタ ー >:¥ mwa ¥ doc ¥ jp ¥ mw 日 _ fsg.pdf 

I; MWA のインストールちまは、オンラインドキュメントで説明します。 「MWA インストレー 

1^=^ ションガイド」を参照してください。 
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通信方法 


MWA を使用する管理 PC が LAN 、ダイレクト（シリアル ( COM ) ポート）のいずれかのち法で 
本体と接続されていれば MWA を使ったリモート管理ができます。 

M -0 • シリアルポート接続はシリアルポート6のみ使巧巧能でず。 LAN 接続は LAN ポート1 

P 重3 のみ使用可能でず。 

• モデムを介したリモート管理はできません(本装置ではヴポートされていません）。 


MWA の機能 

MWA は本体のシステム团 0 S やべースボードマネージメントコント□—ラ旧 MC ) と接続す 

ることじよりじ(下の機能を実現しています。 

• リモートコンソール機能 

装置の POST 実行画面および ROM - DOS / MS - DOS のブート中の実行画面を管理 PC 上の 
MWA のウィンドウか6見ることができます。またこの聞、装置を管理 PC のキーボード 
か6操作できまず。 

—-0 • 本装置では、 LAN 経由のリモートコンソール実行中に、 BMC び COM 日ポートを 
占有ずる場合ぴありまず。このとき、 0 S 上か5の COM B ポートは使用不可となり 
まず。 

• 本装置で LAN 接続によるリモートコンソールを実行ずる場合は、本体の電源の ON / 
OFF やリセットは、 MWA か6 U モートで操作してください。また、 LAN 経由のリ 
モートコンソールは自動接続で実行してください。自動接続の設定は MWA ファー 
ストステップガイドを参照してください。 

• 本装置では、 LAN / シリアル接続によるリモートコンソールを行う場合は己 IOS セッ 
トアップで [ Advanced ] — [Memory Configuration ] — [Memory Retest ] を 
[ No ] に設定してください。 

• BIOS SETUP を通甫の絵了方法 LU 外の手段(電源 OFF や U セット)で終了ずると本 
装置上のコンフイグレーシヨンのリモートコンソール設定項目が無効になる場合が 
あ0まず。 


• リモートドライブ機能* 

管理 PC 上のフ□、ソピーディスクドライブまたはフ□、ソピーディスクのイメージファイル 
か6起動することができます。 

* LAN 接続時のみの機能でず。 

^ 本装置では> 起動ずる 0 S やアプリケーションが使用ずるメモリサイプの圉係でリモー 
[ P 巧！トドライブで正しく起動できない場合げあリます。 









• リモート電源制御 

管理 PC 上の MWA からリモートで、装置に対してと J 下の電源制御が行えます。 

-パヮ ー ON/OFF 

-パワーサイクル（パワ ー OFF の後、しばらくしてパワ ー ON ) 

—リセット 
一 0 S シャツトダウン* 

* 本コマンドをサポートしている ESMPRO / ServerAgent がインストールされている場 
合のみの機能でず。 

• リモート情報収集 

管理用 PC 上の MWA か6リモートで W 下の情報を収集することができます。 

-システムイベント□グに EL ) 

ーセンサ装置情報に DR ) 

一保守交換部品情報 ( FRU ) 

一 BMC 設定情報 

• ESMPRO との連携* 

本体の BMC か6の装置異常などの通報を受信ずると通報内容を解析して> ESMPRO のア 
ラート□グへ自動的に登録します。 

* LAN 経由のみの機能でず。 


動作環境 

MWA を動作させることができる八ードウエア/ソフトウエア環境は次の通りでず。 

• 管理 PC (インス!ルずるコンピュータ） 

MWA は Windows が動作している〕ンピュータ上で動作します。詳細は 「 MWA ファース 
トステップガイド」を参照してください。 

• MWA でリモート保守ずる装置 

保守する装置に添付のユーザーズガイドに MWA の記載がある装置。対象装置には、 
RomPilot または巨 MC が搭載されています。本装置には目 MCdPMI Ver .1.5) が搭載され 
ていまず。 
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MWA のインス I -ール 


MWA を使って装置を管理するには、本体側に MWA Agent を、管理 PC 側に MWA Manager 
をそれぞれインストールしてください。 

■: • MWA Agent は BMC をコンフイグレーシヨンするためのツールです。 Windows 上から 

BMC をコンフイグレーシヨンしたい場合にインストールしてくださし 、。 MWA Manager 
- から本装置をリモート制御する際には 、 MWA Agent は必要ありません。 

• MWA のインストールちまの詳細は、オンラインドキュメントで説日月します。 「 MWA イ 
ンストレーシヨンガイド」を参照してください。 


MWA Agent のインストール 

MWA Agent は、 「 EXPRESS 目 UILDERJCD - ROM をイまって本体にインストールしまず。 


1 . Windows を起動ずる。 


2. 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライブ(こセツトずる。 

Autorun 機能じより EXPRESS 巨 UILDER のマスクーコント日ールメニューが自動的に表示きれま 
す。 


3. [ソフトウェアのセットアップ]- [ MWA ] 
の順にクリックずる。 

•L 励 

右図の画面上で右クリックしてもメ 
ニューが表示されます。 

4. [MWA Agent ] をクリックする。 

MWA Agent のインストーラが起動しま 
す。インストーラの指示に従ってインス 
I -ールしてください。 



MWA Mana 呂 er のインストール 

MWA Manager は、 「EXPRESS 目 UILDERJCD-ROM を使って管理 PC にインス I -- ルしま 
ず。 

1 . 机 indows を起動ずる。 

•L 回 

MWA が動作可能な OS について、 「MWA ファーストステップガイ ド」 を確認してください。 

2. 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライブ(こセツトする。 

Autorun 機能じより EXPRESS 巨 UILDER のマスクーコント日ールメニューが自動的に表示きれま 
す。 





















3. [ソフトウェアのセット アッで一 [M 附 A ] 
の順にクリックする。 

•L 励 

右図の面面上で右クリックしてもメ 
ニューが表示されます。 


4. [ M 机 A Manager ] をクリ 、ソク ずる。 

M 邮 A のインス!-ーラが起動しまず。イ 
ンストーラの指示に従ってインス I ル 
してください。 


コンフイグレーシヨン 

コンフィグレーションで必要なちのは次のとおりでず。 

• EXPRESSBUILDER CD-ROM 
• 設を情報 

コンフィグレーションは MWA 側と装置側の両方'必要です。 MWA 側ではリモート管理する装 
置の台数分の設を情報がか要です。 

装置側のコンフィグレーションには2通りのちまがありまず。 

「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM から本体を起動して実行する r システムマネージメントの設 
定」によるコンフィグレーションと本装置の Windows 上か6起動する MWA Agent によるコ 
ンフィグレーション です。 

詳細な手順については rEXPRESSBULDER 」 CD - ROM 内じある 「 MWA ファーストステップ 
ガイド」または MWA のオンラインヘルプを参照してください。 


コンソールび接続されていない場合のコンフイグレーシヨン方法 

本体にキーボードなどの〕ンソールが接続されていない場合、 EXPRESSBUILDER の〕ン 
ソールレス機能を使ってサーバ側のコンフイ グレーシヨ ンをして、サーバ上の己の S SETUP 
や DOS ツールをリモート操作することができまず。 

次の2つの方法があります。 

• LAN 接続された管理 PC か6実行する 
• ダイレクト接続された管理 PC か6実行する 




〇オンラインド车ュタント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


〇 




CopyngN NEC CorpercMen 


ソフトクェ 7 の、 
セットアツブ g # 
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LAN 接続された管理 PC か！ 5 実行ずる 

LAN 接続されている管理 PC から、 t (下の手順で実行しまず。 


1. MWA をインストールした管理 PC を起動し、ス女ートメニューから[プ□グラム ]- [NEC M 机 A ] 
一 [ M 附 A ] の順にクリックずる。 

MWA が起動し、初期画面の 「Remote Control Manager 」 が表示されます。 



2. フォー マッ ト済みの 1.44 M 巨のフ □ッ ピーディスクを管理 PC のフ □ッ ピーディスクドライブ[こ 
セットずる。 

3. MWA の[ファイル]メニューから[コンフィグレーション]コマンドを選択して[コンフィグレー 
シ ョン] ダイア □グボックスを表示させる。 

4. 悼巧規作成]をクリ、ソクして[設定モデルの選択(新規作成)]ダイア□グボックスを表示させる。 

己. [FD 書き込みを巧う]じチェックし、管理対象装置のモデルをを選択ずる。 

管理対象装置の種類に応じたコンフィグレーションダイア□グボックスが表示されます。 
モデルをは本体前面に巧刷されています。 

6. コンフィグレーションダイア□グボックスで管理対象装置の下の情報を設定/登録する。 

-コンピュータを（サーバを。管理対象装置を示ず任意のを前） 

- IP アドレス 

— デフォルトゲートウェイ 

- サブネットマスク 

-1次通報先（管理 PC の IP アドレス） 

7. 設定/登録禮、以下のファイルをでフ□ッピーディスクに書き込む。 

くコンフィグレーション情報ファイルを> 

CSL 丄 ESS.CFG 

8. サーバ名をちクリ 、ソク して表示されるメニューから[プ□パティ] コマン ドを選択して[プ□パ 
ティ]ダイア□グボックスを表示させる。 

9. [プ□パティ]ダイア□グボックスが表示されたら、 i ：_ rF のように設をする。 

く [ ID ] ページ> 

接続お態： LAN 

く [アラート通巧]ページ> 

[標準設定を使用ずる]のチェックを外して[アクティべート]のリセットじチェックする。 














10 . サーバををちクリックして表示されるメニューから[リモートコンソールの起動]コマンドを選択 
して [MWA Remote Console ] を開く。 


フ7■仙まモテ''-タウィントりヘル7° 



11. サーバウィンドウ上でちクリックして表示されるメニューから[リモートコンソールの動作指を] 
コマンドを選択して[リモートコンソールの動作指を]ダイア□グボックスを表示させ 、 [MWA 
モードで実行]を選択する。 

12. 管理対象装置の CD - ROM ドライプに EXPRESS 己 UILDER をセットし、コンフィグレーシヨン情報 
ファイルを格納したフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットずる。 

13. 本体の電源を OFF / ON してシステムを再起動ずる。 

1◎のリブート後、各種 PC の画面上にメインメニューが表示され、八ードウエアのセットアッ 
プ、各種ユーティリティを管理 PC から実行できるようじなります。 


•:一圆 

フロ‘ソピーディスク内のコンフィグレーション情報ファイルの内容が管理が象裝置に既に設を 
されている場合は、リブートせずにメインメニューが表示されます。 


14. 管理 PC の画面上にメインメニューが表示された6、フ□、ソピーディスクをフ□ッピーディスクド 
ライブか6取り化ず。 

1己.管理 PC の画面上にメインメニューが表示されているときに 、 MWA Remote Control Manager 
上でサーバををちクリックして表示されるメニューか6 [プ□パティ]コマンドを選択する。 

16. [プ□パティ]ダイア□グボックスの [ ID ] ページで[接続チェック]をクリックして、対象装置との 
接続を磕詔ずる。 


17. EXPRESS 巨 UILDER じ格納されていないツールを使巧ずる攝含は、 EXPRESS 巨 UILDER を終了 
し、 CD - ROM ドライブから取り化した後、 MWA の電源制御〕マンドを使って電源 OFF / ON ず 
る 0 

M 附 A Remote Control Manager 上で、サーバををちクリックして表示されるメニューか 6 [電 
源制御]コマンドを選択ずることでサーバの電源を操作できまず。 

lir-Oira 

I U モートコンソール接続での作業を終了した5、口□バティ]ダイア□グボックスの[アクティ 
I ベート]のリセットのチェックを列してください。 
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ダイレクト接続(シリアルポート B ) された管理 PC か!5実行ずる 

本体のシリアルポート目にダイレクト接続された管理 PC から、 ]：>( 下の手順で実行しまず。 

1. MWA をインストールした管理 PC を起動し、ス女ートメニューから[プ□グラム ]- [NEC M 机 A ] 
一 [ M 附 A ] の順にクリックずる。 

MWA が起動し、初期画面の 「Remote Control Manager 」 が表示されます。 



吕. M 邮 A の[ファイル]メニューから[環境設を]一[ダイレクト接続設を]の順に選択し、「ダイレクト 
接続設を」ダイア□グボックスを表示させ、 W 下のように設定する。 

<ダイレクト接続設定> 

ポート： 接続ずる管理 PC 側の COM ポート 

ポートレー ト： 19200 

フ□-制御： RTS/CTS 

3. MWA の[ファイル]メニューか6[コンフィグレーション]コマンドを選択して[コンフィグレー 
シ ョン] ダイア □グボックスを表示させる。 

4. 掉巧規作成]をクリ、ソクして[設定モデルの選択(新規作成)]ダイア□グボックスを表示させる。 

己. [ FD 書き込みを巧う]じチェックし、管理対象装置のモデルをを選択ずる。 

管理対象装置の種類に応じたコンフィグレーションダイア□グボックスが表示されます。 
モデルをは本体前面に巧刷されています。 

巨.コンフィグレーションダイア□グボックスで、コンピュータをなどのコンフィグレーション情報 
を設定/登録後、 W 下のファイルをでフ□、ソピーディスクに書き化む。 

くコンフィグレーション情報ファイルを> 

CSL 丄 ESS.CFG 

7. サーバ名をちクリックして表示されるメニューから[プ□パティ]コマンドを選択して[プ□パ 
ティ]ダイア□グボックスを表示させる。 

扫.[プ□パティ]ダイア□グボックスが表示されたら、 i ：_ rF のように設をする。 

<[ ID ] ページ > 

接続形態： COM 

COM : ダイレクト（ク□スケーブル） 

江サーバををちクリックして表示されるメニューから[リモートコンソールの起動]コマンドを選択 
して [MWA Remote Console ] を開く。 


10. [MWA Remote Console ] 上にサーパウィンドウが開いていることを確認して[接続]をクリック 
する 0 












11. 管理巧ま装置のシリアルポート己に管理 PC をダイレクト接続ずる。 


12. 本体の CD-ROM ドライプに EXPRESS 己 UILDER をセットし，コンフィグレーシヨン情報ファイル 
を格納したフ□ッピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブじセットする。 

13. 本体の電源を OFF/ON してシステムを再起動する。 

1◎のリブート後、各種 PC の画面上にメインメニューが表示され、八ードウエアのセットアッ 
プ，各種ユーティリティを管 apc から実ちできるようじなりまず。 

• L 励 

フロ‘ソピーディスク内のコンフィグレーシヨン情報ファイルの内容が既に管理が象装置に設を 
されている場合は、リブートせずにメインメニューが表示されます。 

14. EXPRESS 巨 UILDER じ格納されていないツールを使用ずる攝含は、コンソールレスメニューを終 
了し、 EXPRESS 巨 UILDER を CD-ROM ドライブから取り化した後、本体の電源を OFF/ON ずる。 


リモートコンソール接続での作業を絵了した5 、 [MWA Remote Console ] ウインドウの[切 
断]をクリックしてください。 
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